
５月３１日（水）出発・ミニトマト・芽 

５年生が待ちに待った宿泊学習です。天気も悪くあり

ません。５年生の思い、てるてる坊主が通じたようです。

出発式で私は、最悪の場合には代わりに行く準備をして

いてくれた先生の話をしました。学年主任からは「全力で

楽しむように」という話がありました。キャンプファイヤ

ーも盛り上がったようで、初日は無事終わったようです。 

 ミニトマトの観察を終え、集合する前の２年生に出会

いました。たくさん写真を見せてもらいましたが、中には

実物のミニトマトを見せてくれた子もいます。「桃のにお

いがする」と報告してくれた子もいます。写真を見せてく

れる子がたくさんいるので、久しぶりに生情報をもらっ

た感じがしました。 

 １年生の教室にはアサガオの観察カードが貼ってあり

ます。タイトルが「めがでたよ」。様子が絵で書かれてい

ます。コメント欄にもかわいいことが書いてあります。

「はっぱが１４まいあったよ」「いっぱいみずをあげたよ」

「はやくおおきくなってね」「また、たくさんみずあげす

るよ」などなど。アサガオの成長に、自らが関与している

ことを実感してきたようです。 

 

５月３０日（火）包丁・プール・あと一日 

６年生の調理実習、野菜サラダを作りました。最も警戒

して、有効に使いたいのは包丁です。絶対にけがだけはし

てほしくありません。その教師の思いは、子供たちに十分

に伝わっています。中にはおっかなびっくり野菜に歯を

入れる子もいましたが、無事（無事故で）に野菜を切るこ

とができたようです。ボランティアで来ていただいた保

護者の目もあって、安心して活動できたようです。 

元気っ子タイムに、６年生だけでプール開きを行いま

した。代表の子が「僕たちのおかげできれいになったプー

ル。でも安全に使いましょう」という話をしてくれました。



私も子供たちに水の事故の怖さについて話しました。プ

ール、川、海、湖で尊い命が毎年数多くなくなってます。

今年の夏は、安全な水泳をしてもらいたいです。 

朝校舎内を回っていると、５年生のある教室には「宿泊

学習まであと一日・・・」とのメッセージが書いてありま

した。北校舎を回っているとき、上の階から元気な声が聞

こえてきます。だんだんと上がっていくと予想通り３階

です。キャンプファイヤーで行うダンスの練習をしてい

るのです。練習というよりも前祝いをしている感じです。

いよいよ明日。晴れるといいですね。 

 

５月２９日（月）ことば・ノート・教科書 

入間市には「ことばの教室」があります。豊岡小学校に

設置されています。難聴や言語の支援をするための教室

です。そこへ通う子のことを理解するための授業を「こと

ばの教室」の担当者が行ってくれました。「聞こえにくさ」

についての活動では、「雑音の近くにいる」「マスクをつけ

たまま話される」などの条件によって違いがあることを

実感していました。その人の身になって話しかけ、聞いて

あげる。これは人としての基本だと感じました。 

１年生の算数では、ノートに問題や図を書く活動が入

ってきました。この日は、６＋３の場面を図で表す活動が

ありました。○を６こ書き、その隣に○を３こ書き、併せ

て９になることの理解につなげる活動です。面白い場面

がありました。先生が黒板に○を６こ書き始めると、「も

う書けました！」と一人の子が声を出しました。「先生よ

り早く書いたのですね」と先生も友達も驚かせました。 

２年生の算数では、長さの計算の仕方を考える課題が

出ました。数分悩んでいたある子が、教科書を取り出し大

事なヒントをつかみました。「教科書○○ページに書いて

あるぞ！」。もちろん答えは書いてないのですが、やり方

のヒントとなるものが書いてあったのです。先生に「○ペ

ージを開きなさい」と言われる前に見つける子。自走する



子が育ってきています。 

 

５月２８日（日）祝賀 

本日は入間市にて、ある方をお祝いする会がありまし

た。総勢１００名近くが集まったと思いますが、懐かしい

顔がたくさんありました。コロナ禍でずっと会えずにい

た方々と久しぶりに会うことができました。このような

会が当たり前にできると思ってはいけないのでしょうが、

できることに感謝したいです。 

 

５月２７日（土）鑑賞 

午後出勤しました。残務整理等があったからです。校長

室にこもるにはもったいない天気だったので、とりあえ

ず校内を歩きました。そして廊下に掲示されている絵や

作品をじっくり鑑賞しました。６年生の描いた「私のお気

に入りの場所」の中に、学校全体を描いた絵がありました。

作品説明の中に「６年間お世話になった。思い出がつまっ

ている」という言葉があり、ジーンときました。 

 

５月２６日（金）総会・歓送迎会 

校長は一日出張です。新橋ニッショーホールで行われ

た全国連合小学校長会総会及び研修会に参加してきまし

た。新橋の駅から会場までの道、スーツケースを持った校

長先生がたくさんいました。鞄一つで済むありがたさを

実感します。 

この会場を少し早く失礼して、狭山市に向かいました。

ある会の歓送迎会があったからです。コロナ禍で実施で

きないことが３年続いていた会。久しぶりに実施できた

ことが本当にうれしかったです。 

 

 



５月２５日（木）調理・武器？・虹 

調理実習を終えた５年生が班ごとに職員室にやってき

ました。「じゃがいもをゆでました。食べてください」と

いうことです。「ゆであがるのをずっと待っているのがた

いへんだった」「柔らかくなりすぎないように、湯加減が

難しかった」などの感想を聞かせてくれました。毎回、調

理実習ではボランティアで保護者の方々に入っていただ

き助かっています。 

図工室から出てきた５年生が木工作品を持っています。

まだ未完成。「何を作っているのか」を聞いていると、ひ

ときわ長いものを持っている子がいます。ヒーロー戦隊

が持っている（？）武器のようです。「ガラクタを集めた

らこうなった」と答えてくれました。その話を聞いていた

周りの子が「〇〇すげー」「〇〇さん、すごいね！」と〇

〇さんをほめてくれました。扇小には、優しい子が、本当

に多いです。 

前日の音楽朝会で歌った「虹」を２年生が歌っていまし

た。昨日の盛り上がりを引き継いだような、元気な声。は

つらつした動きです。全校で行ったことが、各クラスに広

まり高まりを見せています。コロナ禍ではなかなかでき

なかった集会ですが、やはり大事なのだと改めて感じま

した。 

 

５月２４日（水）虹・家族・わり算 

音楽朝会。「虹」を歌いました。まず最初に手話付きで

見本を見せてくれたのは４年生です。曲紹介をしてくれ

たのも４年生です。「今日、みんなで歌う曲は虹です。雨

ありの夕方に日が差し込むと・・・・、ぼくは虹が出ると

いいことが起きそうで、わくわくします。皆さんは、幸せ

が訪れるように感じませんか？」と話してくれました。校

庭にて、全校で、手話付きでの大合唱。とっても素敵な時

間になりました。 



６年生が道徳で家族の大切さについて考えました。学

習を通して学んだことを「家族とは？」「家族に何ができ

るか？」をこころのおとに書きました。ある子は「家族が

一番大事」と書きました。またある子は「オムライスを作

ってあげたい」と、ある子は「今できないこともできるよ

うになって、家族のためにしてあげたい」と書きました。

最後に発表した子は、「家族とは幸せを共有して、悲しみ

を打ち明けあいたい」と発表してくれました。とても大事

な学びがあったようです。 

３年生のわり算の勉強で「０÷４」が登場しました。「割

れないよ」という声が上がると「割れなかったらやっても

意味ないじゃん」という素朴な声が上がりました。その反

面「簡単だ」「０が出てきたら答えは同じ、かけ算でもそ

うだった」という声があがりました。私は授業を見ながら

とっても大事にしたいつぶやきがあることに気づきまし

た。計算で答えを出すよりも大事なことです。 

 

５月２３日（火）交通安全・さや・相撲 

交通安全教室がありました。「自転車に乗る前にどんな

ことをしますか」、指導員の方に聞かれた子供たちは真っ

先に「ヘルメット」と答えました。その次に「点検」が出

てきました。ヘルメットや出発前の点検が常識になった

ことは素直にうれしく思いますが、実施しているかどう

かについては心配な面もあります。知識と行動は別です

から。 

 給食にはソラマメが出ました。これは、２年生がさやむ

きをしたものです。観察ワークにはこんなことが書いて

ありました。「色は黄緑、形は丸でふにゃふにゃ」「パキッ

という音がした」「さわるとふわふわした感じがした」 

「大きさは人さし指くらい」「知らないにおいがした」「表

はふわふわで、うらはざらざらでした」「さわった感じは、

もふもふ、つるつる」。五感を使って様々な感想を持った

ようです。触れたことによって、たくさんの感じをもった



のでしょう。 

 校内に「わんぱく相撲」のポスターが貼られました。そ

のキャッチフレーズにジーンと来てしまいました。「ずっ

と、待っていたんだ。全力でぶつかり合えるこの場所を。」

規制の多かったコロナ禍の３年間、「ずっとやりたかった」

ということがたくさんあったはずです。わんぱく相撲に

出たかった子、我慢していた子、今年は思い切って全力で

戦ってもらいたいです。 

 

５月２２日（月）ＵＤ、歓送迎 

振替休業日ですが出張があったため出勤しました。夜、

市内で行われる歓送迎会に参加するために、初めて電車

で出勤しました。駅からはバスです。思った以上に時間が

かかることを知りました。午後は近隣市の学校へ出向き

ユニバーサルデザインの話をさせてもらいました。障害

のある子もない子もわかる授業づくりについて、改めて

考える機会となりました。 

 

５月２１日（日）お気に入り 

６年生の廊下には「私のお気に入りの場所」という作品

が貼ってあります。タイトル通り、自分のお気に入りの場

所を選んで絵にした作品です。学校で描いたので、学校内

の場所を選んだ子がほとんどです。その中でも、教室を選

んでくれた子の絵を見ると、うれしい気持ちになります。 

 

５月２０日（土）待ち人・お茶・避難 

１年生が体育館への通路に集まっているのには理由が

あります。家の人が来るのを待ち焦がれているのです。一

年生にとっては初めての授業参観。きっと前々から「見に

行く」ことを告げられて、張り切って今日を迎えたはず。

ある子が私の方に笑顔で寄ってきたので「こんにちは」と



言ったら、「なんだ、校長先生か」とがっかりされました。

きっと違う人を待っていたのでしょう。 

３年生がお茶の学習をしました。グループごとに４つ

のお茶（の葉）があり、お茶の判別をしています。香りで

判断していたグループのところに行くと、何となくわか

りました。コーヒーと紅茶と狭山茶とウーロン茶がある

と思いました。保護者の方も一緒になって考えていて、楽

しい時間でした。 

避難訓練、引き渡し訓練を実施しました。避難が終了す

るまでの時間や静かさなど合格といってもよいと思いま

した。ただ、１００点の避難をしても助かる保証はありま

せん。何が起きるか分からないのが災害です。その後に大

なった引き渡し訓練でも、想定外のことがありました。訓

練を通して学ぶべきことがたくさんある活動でした。 

 

５月１９日（金）確認・発言・学び合い 

登校してきた３年生が、ホウセンカの芽を確認しに来

ました。「俺のはある」「〇〇のはないのか」「いや、それ

は俺のだ」「〇〇〇のは、昨日から出てなかった」などな

どの会話が聞こえてきます。ホウセンカの芽を話題にし

てこれだけ熱心に話をするのは、一生に今だけかもしれ

ない。そう思うと、ホウセンカが愛おしく思えます。 

ある学年の算数の時間、あることに気付いた子が前に

やってきました。先生に指示されて出てきたのではあり

ません。どうしても言いたいことがあって、先生の近くに

やってきたようです。学習する上で、どうしても言いたい

ことがあるなんて、幸せな子だと思います。そしてそれを

聞いてもらえるのだから最高です。 

２年生が国語で物語文の読み取りを行っていました。

ワークに書き込みが終わった子は、「教えて」と言われた

子に教えてあげていました。ただワークを見せるだけで

はありません。解説をする子もいます。気を付けてもらい

たいことを補足している子もいます。見やすいように持



っている子もいます。学習を通して育つ思いやりの心を

見たような気がしました。 

 

５月１８日（木）募金・芽・熱気 

緑の羽根募金、福祉・ボランティア委員会の子が実施し

てくれました。たくさんの子がお金をもってきてくれて、

委員会担当の子もうれしかったようです。「困っている人

に、このお金が届くと思うと、うれしい」と話してくれま

した。募金をした子も、お金を預かった子も、緑の羽根を

もらった子も、渡した子も、皆、素敵な笑顔を見せてくれ

ました。 

３年生がホウセンカの芽を見せてくれました。見せて

くれることは嬉しいのですが、正直よく分かりません。か

なり近寄って、初めて認識できる程度の芽です。老眼の私

にはもう判断がつきません。それくらいの小さな命でも、

３年生の子が愛おしそうに持っている姿に感動します。

「写真を撮っておいて」とも言われました。 

体育館から大きな声が聞こえてくるので気になって行

ってみました。近づくだけで熱気が伝わってくる体育館。

中にいたのは５年生。キャンプファイヤーのダンスの練

習をしているようです。私が入った時には子供たちは座

っていました。でもついさっきまで踊っていた残像が残

っているような熱気。この日は暑い日。休憩になると、水

稲のところに踊るように向かっていきました。 

 

５月１７日（水）朝会・プール掃除・長さ 

本日は体育朝会で扇小はスタートしました。整列も前

回よりも素早くなりました。一人でもできる運動や二人

で行う運動が紹介され、全校で楽しく体を動かしました。

二人で行う運動はゲームです。押し相撲とジャンケン握

手。とっても楽しそうに活動している子には２つの共通

点があることに気づきました。ルールを理解しているこ



とと本気でやろうとしていること。扇小のほとんどの子

が楽しそうに体を動かしていました。 

６年生がプール掃除をしてくれました。見に行くとみ

んなが張り切って動いていることにうれしくなりました。

「濡れた！」などと満面の笑顔で報告してくれる子もい

ます。ほぼびしょ濡れの子もたくさん見かけました。良い

日にこの活動を設定したものです。プールはきれいにな

りました。体も濡れました。そして心が温かくなったはず

です。 

１年生が折り紙で作った模様を廊下に貼っていました。

たくさんの子が自慢してくれたので「かわいいね」「素敵

な模様だね」「上手にできたね」などと声をかけました。

その中に「こんなに長いよ」と自慢してくれた子がいたの

で「本当だ！長い！」と返しました。そして「誰が一番長

いかな？」と問いかけました。これを聞いていた子は、ほ

かの子の作品も眺めて、考え始めてくれました。ねらいど

おり。算数では、長さの勉強もありますから。 

 

５月１６日（火）出発・助っ人・トイレ 

朝から暑い日でした。前日までとはまるで違う感じが

します。この日、２年生が遠足に出発しました。登校の時

からリュックサックを背負った２年生はいつも以上に笑

顔であいさつしてくれました。学校を出発するときには、

多くの先生に手を振って「行ってきます！」と元気な姿を

見せてくれました。暑かった日。熱中症になる子もなく、

楽しい一日だったと聞きました。 

５年生の算数では、ある子が代表で解決の仕方を黒板

で説明していました。難しい問題でそう簡単には説明が

つかないところがあります。するとある子が「助っ人」と

言って、前に出てきました。その子の助っ人が終わると、

後に２人が続きました。このクラスでは「助け合う」がキ

ーワードになっているようで、とても温かい雰囲気の中

で学習が進んでいました。これも自走する姿です。 



１年生がトイレの使い方について話し合っていました。

「困っていること」を聞かれると、「急いでいるときにで

きないことがある」という意見が出ました。「そんな時に

どうする？」との先生の問いかけには「急いでいる人がい

たら譲ってあげる」という発表がありました。困っている

ことの別件では「トイレの中がうるさい」ということが挙

がりました。これには多くの子が同感のようです。さて、

この課題、どのように解決していくのでしょうか。 

  

５月１５日（月）名札・デザイン・質問 

ルールの変更があったためだと思いますが、名札を付

けていない子が目立ちます。家に置きっぱなしの子もい

れば、登校後につけることを忘れてしまう子もいます。そ

んな中、ある学年は名札着用指導を徹底しているようで

ほぼ全員がつけています。教室に入って、「名札を付けて

いる人？」と聞いたときに、全員の手が張り切って挙がっ

た場面です。子供たちも誇りに思っているようです。 

あるクラスで「学級のシンボルに何を書くか」という話

し合いが行われていました。校章、クラス名、担任のイラ

スト、などなどいろんな意見が出ました。前提として、目

指す姿「・・・なクラス」を書くことは決まっています。

ある子が「何も書かない。その方が字が目立つ」との発言

に私はハッとしました。正に今私が一番考えていること。

業務の目的を明確にして、必要なことだけに力を注ぐ。働

き方改革のヒントをもらった気がしました。 

あるクラスの学習はグループで進められていました。

しばらく見ていてあるルールがあることに気づきました。

手を挙げたところにだけ先生が行くのです。質問があっ

たら手を挙げることになっているようです。すばらしい

と思いました。我々教員はつい教えすぎる習性がありま

す。質問のある子だけに応えるのが、学習の基本であり、

じそうする子を育てる鍵になると思います。 

 



５月１４日（日）掲示 

今は、全国交通安全運動の期間です。自宅近くを歩いて

いたら、１０人近くの方が見守りをしてくれていました。

私よりも年上の方ばかり。「〇〇会」というのぼり旗もあ

りました。高齢でもお元気な方がたくさんいること。地域

のことを考えて活動してくださる方がたくさんいること

に、改めて感動を覚えました。 

 

５月１３日（土）掲示 

本日はやることがたくさんあって、朝から出勤しまし

た。校内に貼る掲示物を作ったり、教室内の作品を見たり、

来週使用する資料を作ったり、学校だより・校長室だより

を作ったりしました。子供たちが書いてくれた「よさ」に

も目を通し始めました。校長室で悪寒を感じました。寒い

日が続きそうなので、体調管理をしっかりしなくてはな

りません。 

 

５月１２日（金）除草・粘土・ビデオ 

本日は朝から除草作業。学年で決められた場所をきれ

いにしました。昨今、雑草の生きる力には感心するほどで

す。抜いても抜いても生えてくる。見習いたいくらいです。

教師を入れて約８００人が束になって抜いても残ってし

まいます。それどころか、１か月後にはまた再び勢力を広

めてくるのです。「きれいにしよう」という愛校心と、「何

度でも挑もう」という粘り強さが試されるような活動だ

と思ってしまいました。 

おうぎ学級では粘土で作業をしていました。「いくら」

を作っていると言って小さな小さな粘土玉をたくさん作

っている子。その横で、自分のペースでだんだんと大きく

なる様を表現している子がいました。拡大率にもこだわ

りがあるようで、納得がいくまで粘土玉を並べようとし



ないのです。そんな姿を先生たちも温かい目で見ていま

した。安心して見守ってもらえるから、自分がやりたいこ

とが納得がいくまでできるのだと、教えられました。 

２年生の教室に、入間市図書館の職員の方がやってき

ました。図書館の紹介に来てくれたのです。いろんなもの

があることを初めに伝えてくれました。本だけではあり

ません。ＤＶＤやＣＤもあるという話です。職員の方が、

ＶＨＳのビデオテープを見せて「これ分かりますか？」と

聞くと、何人かの手が上がりましたが指名された子は「ラ

ジオ」「ラジカセ」と答えました。ビデオテープを見たこ

とも聞いたこともない子がどんどん増えていくのでしょ

う。少し寂しい気持ちになりました。 

 

５月１１日（木）地震・あいさつ・笑顔 

朝大きな地震があったので考えてしまいました。「今日

また大地震が来たら避難できるのだろうか」。出勤してき

た職員と話をして「避難場所を分かってない子が多い」こ

とに気が付きました。朝自習や職員打ち合わせをカット

して緊急避難訓練を実施しました。教室から避難場所ま

で経路を確認するのが目的です。１年生にとっても、転入

職員にとっても初めての避難がしっかりとできました。 

毎朝あいさつ運動を行っている生活委員会の子に聞い

てみました。「どんな気持ちで運動を実施しているのか」。

いろんな子が答えてくれましたが、ある子がズバリ言っ

てくれました。「元気なあいさつが扇小に広まってほし

い」。そんな思いで毎日運動をしています。最後の班が登

校するまで毎日。扇小が元気である理由の１つがここに

あると感じました。 

 埼玉県小学校長研究協議会にて、秩父出身の落語家・林

家たい平氏の講演を聞きました。講演題は『笑顔のもとに

笑顔が集まる』。氏は人を笑顔にしたくて、美大を卒業後

落語家を目指したそうです。「喜んで仕事をすれば、相手

も喜ぶ」「一人を笑顔にできれば、たくさんの人を笑顔に



できる」「まず目の前の人を喜ばすことが大事」「人が一番

うれしいのは人を助けた時と人に助けられた時」などな

どたくさんの含蓄のある言葉やエピソードを聞かせても

らい、笑顔になりました。 

 

５月１０日（水）朝会・誕生日・リコーダー 

今年度一回目の講話朝会を行いました。まだ感染の危

険もありますので、３学年（１，４，６）を体育館に集め

ての実施としました。他の学年は各教室です。３つの学年

が集まるだけで扇小は迫力があります。「名札を付けてい

る人」と司会が聞くと、約３００人が手を挙げました。そ

れだけでも集団行動。迫力があります。講話の内容は一つ

「自分を磨くために、しっかり話を聴こう」。 

１時間目に６年生が英語の学習をしていました。先生

が英語で誕生日を訊ねると、英語で自分の誕生日を答え

ます。代表で答えた子がいて、その子の誕生日をあててい

ました。朝会で「しっかり聴く」という話をしたので、聴

いている子が多くて嬉しくなりました。片言の英語で答

えた誕生日が分かる子は、しっかりと聴いている子のは

ずです。 

３年生のリコーダー研修会。私が会場である体育館に

行った時には、すべて終了していました。教室に向かって

いる子に「どうだった？」と聞いてみると、多くの子が「楽

しかった」と答えてくれました。「何が楽しかったか」を

聞いてみると、ある子が「音色がきれいだった」と、また

ある子は「大きなリコーダーに驚いた」と具体的に教えて

くれました。この話を学校を後にする指導者の方に伝え

ると、とても感激していました。 

 

５月 ９日（火）て・コの字・活動前 

１年生がひらがなの学習をしていました。この時間は

「て」を学ぶようです。先生があえて、お手本とはならな



い字を書きました。「気づいたことはありますか？」と問

いかけると、かわいらしい張り切った手がたくさん挙が

りました。先生が指名する前にある子に「何？」と小さな

声で尋ねると、その子は「ヒミツ」と答えてくれました。

みんなの前で言いたかったようです。 

昨日の校長研修会で、佐藤学先生（東京大学名誉教授）

のご講演を聞きました。その中で「全員が前を向いている

学習では成果が上がらない」というお話がありました。特

に低学年では、ペアや全体、先生とつながっていないと学

習が成り立ちにくいという話が合ったので、２年生の先

生にはすぐに伝えました。本日はさっそく学習環境が変

わっていました。子供たちもいきいきと学んでいるよう

に見えました。学習環境はとても大事だと痛感しました。 

４年生の体育ではリレーをしていました。私はいつも

その前の活動に興味をもってしまいます。チームごとに

話し合っているのですが、たいていは順番です。それも大

事ですが、どうすれば勝てるか、よりよい活動ができるか

という話し合いが本当は大事です。時には意見がぶつか

ることもあるでしょう。この日は強めの意見も出ていま

したが「仲良く話し合ってます」と、心配する私に教えて

くれたチームがありました。その結果は・・・。 

 

５月 ８日（月）アリ・聴力・習字 

連休明けでしたが、特に欠席が多いということもなく

子供たちが元気に扇小に返ってきてくれました。朝の校

庭で数人の塊を見つけました。水たまりに集まっていま

す。何かを見ています。アリです。何に関心があるかとい

うと、泳いでいるのかおぼれているのかです。答えは出な

かったようです。アリが視界から消えてしまったからで

す。「おぼれて死んだんだよ」という子と「泳いで奥のほ

うに行ったんだよ」という子の話し合いが続きました。 

朝一番に保健室にやってきたのは、おうぎ学級の子た

ちです。聴力検査を受けるためです。養護教諭の話をしっ



かり聞いて、検査を受けることができました。待っている

子同士で「静かにしよう」というサインを出し合っていた

ことがとっても微笑ましく感じた場面でした。学ぶこと

は聴くこと。大事な検査は全員が合格したようでした。 

３年生の初めての習字の場面に立ち会えました。教室

に入ると、ある子が「準備が大事なんです」と教えてくれ

ました。準備が終わった子に話しかけると「楽しみです」

「緊張しています」と答えてくれました。先生が「〇〇さ

ん、完璧です」と皆にその机上を見せました。テレビ画面

に自分の机上が映し出されたその〇〇さんは、照れてい

ましたが、教室が一気に明るくなりました。 

 

５月 ７日（日）連休最終日 

ＧＷも今日で終わり。朝から雨。用事があって出かけま

したが、少し歩くだけで足が濡れるほどの時間がありま

した。明日から新型コロナウイルスは５類となります。学

校生活も多少変えていく必要があります。そんなことを

午後はずっと思っていました。昇降口、放送、給食、登校、

連絡、机、トイレなどなど。コロナ以前に戻すものもたく

さんありそうです。 

 

５月 ６日（土）掲示 

本日は仕事に来ました。道はすいていました。天気も良

く気持ちよく仕事を進めました。私の車に気づいた方が

校長室の窓から声をかけてくださり、話もできました。忘

れ物を取りに来た子供とも話ができました。明日はＵタ

ーンラッシュが始まるとのことなので、家でおとなしく

していたいと思います。 

 

５月 ５日（金）こどもの日 

本日はこどもの日。毎年のように「子供が減少した」「〇



年連続減少」などの記事を目にします。今年も減少したよ

うです。小学３年生の子が、迷子の子を救ったという記事

を見ました。子供が活躍する姿は誰もがうれしいことだ

と思います。子供が輝く町が良い町だと思います。そして

子供の目が輝く学校が良い学校だと思います。 

 

５月 ４日（木）花 

ある場所に行くと、あまり見かけない花が咲いていま

した。近づくと、いい香りがします。聞くと「アメリカン

ジャスミン」だと教えてくれました。後で調べてみると別

名がニオイバンマツリ。こちらのほうが素敵な名前だと

思ってしまいましたが、連休中に良い出会いがありまし

た。 

 

５月 ３日（水）掲示 

本日からＧＷ。いつもより道が混んでいました。観光に

出かける人が多いのでしょうか。さて本日は残務整理と

行内掲示物の作成に出勤しました。親子でサッカーの練

習をしている子に出会い、さわやかなあいさつをしてく

れたので、張り切って仕事を進めています。 

 

５月 ２日（火）遊び・自力・親切 

朝、１年生の遊びに入れてもらいました。タイヤの上で

行うじゃんけん橋。じゃんけんに負けたらタイヤから降

りる。勝てば次のタイヤに移動する。誰も説明しない、確

認しないのに、このルールは徹底しています。じゃんけん

なので手抜きや忖度はありません。本気の勝負。10 分ほ

ど楽しく遊ばせてもらいました。「校長先生また遊ぼうね」

という嬉しい言葉をもらいました。 

５年生の算数で、うれしい場面を見ました。問題を解く

場面で学び合っている姿があったのです。「自分の力で」



と「一人で」を混同している子が多い中、指導が行き届い

ていると思いました。「自力」とは、教えてもらうことを

選択することも含みます。もちろん一人で学びたい子を

邪魔してはいけませんが、一緒に考えたい子同士で知恵

を出し合うことも「自力」です。決して「他力」ではあり

ません。その活動を自分で決めているからです。 

４年生の道徳では親切について考えました。なぜ親切

をするのか、授業の終わりには素敵な発言が続きました。  

「親切をしないと、後で後悔するから」 

「親切はする人もされた人も、気持ちがいいから」 

「親切は自分に返ってくるから」 

「親切をすると、自分にもいいことが起こるから」 

などなど。たくさんの子が自分の考えを発言し、書き、さ

らい友達とも意見交換していました。扇小の子は、すばら

しいと改めて感じました。 

 

５月 １日（月）わ・学び合い・委員長 

１年生の勉強も、だんだんと「小学校の学習」らしくな

ってきました。本日はひらがなの「わ」の学習をしました。

先生から「似ている字はありませんでしたか？」と聞かれ

ると、「ね」という解答が出ました。「どこが違いますか？」

と聞かれると「ねは、くるっとしている。わは、くるっと

していない」と発表してくれた子がいました。 

本日、外部から指導者を招き、６年生に「学び合い」の

授業をしてもらいました。難しいことをしたわけではあ

りません。「自分だけできたことを良しとしない」「友達に

分かってもらうことにも価値がある」「全員が理解するこ

とをめざす」「家に帰ってから忘れてしまうような学習は

しない」といったメッセージが込められた学習を展開し

れくれました。本校の授業が、子供が学ぶことを中心とし

たものに変わっていくきっかけになればありがたいです。 

本年度第一回目の委員長会議がありました。委員長が

集まり「扇小をどんな学校にしたいか」について話し合い



ました。無言掃除、右側歩行、あいさつ、チャイム席、な

かよく、きれい、マナー、楽しい、協力、きまり、やさし

い、明るい、上下なく、自分たちで行動、思いやり、など

などのキーワードが上がってきました。さすがです。たく

さん出たので、同じ方向を目指すためにどうするか、話し

合いは終わりませんでした。 

 


